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まとめまとめ

☞このワークショップでは、日本語初の統語・意
味解析情報付きコーパスのアノテーション法味解析情報付き ア テ シ ン法
や意義について議論した

☞本コ パスプロジェクトの最大の課題➔これ☞本コーパスプロジェクトの最大の課題➔これ
までに蓄積されてきた文法研究の成果をどの
ようにして パ として盛り込むかようにしてコーパスとして盛り込むか

☞日本語研究者の皆さんからそれぞれの観点日本語研究者の皆さんからそれぞれの観点
からのアドバイスを是非いただきたい。
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まとめまとめ

☞本コーパスは日本語文法研究者や言語処理
研究開発に取り組む人々の他に、日本語教研究開発 取り組む人 他 、 本語教
育に携わる人々によっても使われることが想
定される。定される。

☞これら広範囲の人々には本コーパスを使った
上で、私たちコーパス開発者へのフィードバッ上で、私たちコ パス開発者 のフィ ドバッ
クを求めたい。
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将来の展望

☞ NPCMJ構築に関して

–アノテーション方式の改良・精密化

–コーパスのサイズ＋ジャンルにもバリエーション

–レンマ情報やマクロ–レンマ情報やマクロ

–ローマ字表記や英訳

–否定、モーダル要素および量化表現における
スコープ情報スコ プ情報

–PropBank (Bonial et al. 2010) 方式の格フレーム
情報 など情報…など
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将来の展望

☞インターフェース開発に関して

検索の様々な方法を模索し、インターフェース
の開発・改良を進めるの開発 改良を進める

➔使いやすさを追求

☞コーパス活用ノウハウ（知識・経験）の共有☞コ パス活用ノウハウ（知識 経験）の共有

大学などで講習会（チュートリアル）などの実施

➔コーパスに基づく言語研究に貢献
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ありがとうございますありがとうございます！！ Thank you very muchThank you very much！！
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